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今回、スペインのカタルーニャ州タラゴナにあるロヴィーラ・イ・ヴィルジリ大学（以

下 URV）にて「国際看護とリハビリテーション」についての短期研修に参加させて頂きま

した。 

まずは研修内容について、日本とスペインは他の先進国同様、少子高齢化が問題視され

ている



たのは大きな自信となり、海外に出ていく抵抗感は少なくなりましたし、機会があれば海

外で働きたいと強く思いました。それを実現させるためにもやはり英語のリスニング力は

大事だなと痛感しました。今回の研修ではある程度自分の思いを伝えることはできました

が、英語を聞き取れず会話として成立しないことがあったため、今後はリスニング力を向

上できるよう自己学習をしていきます。 

この研修を通じて、平和グループも含めた参加者全員のモチベーションが高く、お互い

に刺激し会える仲間に出合うことができました。バルセロナ観光をはじめ多くの思い出を

作り、日本にいるだけでは感じることのできない経験を積むことが出来ました。これから

もこの仲間を大切にしつつ、本研修を生かして海外を視野に入れた自分だけのキャリアを

積んでいきたいと思います。最後になりましたが、URV 研修に帯同してくださった西谷元

先生、二井谷真由美先生をはじめ、今回このような貴重な研修に参加するにあたりお力添

いして下さった関係者の方々に深く感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 
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